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　 大 学 で は 工 学 部 に 入 学 し 、プ ロ セ ス 化 学 や 流 体 力 学 を 専

門 に 学 ん だ 平 松 さ ん は 、卒 業 後 、三 愛 石 油 株 式 会 社 に 入 社

し まし た 。羽 田 支 社 に て 航 空 機 給 油 部 門 に 配 属 さ れ た 後 、

研 究 開 発 や 営 業 部 門 に て 経 験 し 、各 所 の 管 理 職 を 経 て 、研

究 所 長 に 就 任 し ま し た 。中 学 生 の 時 は バ ス ケ ット 部 に 、高

校 生 の 時 に は 陸 上 部 に 所 属 して い て 、今 は ゴ ルフ が 趣 味 と

の こ と 。最 近 は 外 出 で き ず に い ま す が 、ス ポ ー ツ 観 戦 も 好

き で 、地 元 の 広 島 カ ープ に 熱 い 視 線 を 送 って い ま す 。相 模

原 市 に 移 って か ら 半 年 が 経 ち 、名 所 や 特 産 物 な ど を 探 して

い る ところで す 。

　 三 愛 石 油 株 式 会 社 は「 リ コ ー 三 愛 グ ル ー プ * 」の 中 で エ ネ ル

ギーや化学品に関する事業など幅広く行っています。研究所は

1 9 6 9 年 に 設 置 さ れ 、S I C に 移 転 す る 前 は 茨 城 県 潮 来（ い た こ ）

市で研究開発を行っていましたが、主要顧客との協業や近隣大

学 と の 連 携 を 進 め て い く た め 、新 た な 拠 点 と し て R & D  L a b. へ

の入居となりました。

SIC に入居されている企業様をご紹介します。その181

【代表プロフィール】

【入居の経緯】

「 ものづくり 」 でさらなる成長と社 会 貢 献を果たす！

三愛石油株式会社 化学品事業部  研究所
所長　平松 一樹（ひらまつ かずき）
広島県呉市生まれ、相模原市在住

【今後の目標】

　研究所を相模原に移したことで、さらに地域の企業や大学との

関係性を深め、研究所の役割をしっかりと果たしていきます。化学

品事業部は研究開発・製造・販売を一体となって行っていることか

ら、既存の業務でお客様のニーズに応えることはもちろん、社会性

の高い環境・エネルギー分野においても最先端となる“ものづく

り”にも挑戦していきます。

三愛石油株式会社 化学品事業部 研究所

SIC-2 R&D Lab .2512号室
URL　 https: //www.san-ai-oil.co.jp/

　三愛石油株式会社の化学品事業部は同社の主要業種の一つであ

り、石油製品販売事業、LPガス販売事業、航空燃料取扱事業、天然

ガス販売事業の各部門と並びながら、唯一メーカー機能を備えてい

ます。研究所では工業用防腐・防カビ剤やオートケミカル製品（自動

車用の洗剤やワックス・コーティング剤など）に関する研究開発の

他、社外の微生物試験受託業務も行っています。平松所長を含め9

名のスタッフの皆さんはそれぞれ応用微生物学、環境科学、応用化

学、電気工学のエキスパートです。仕事以外でも釣りやキャンプなど

を楽しむ、気心の知れたチームで日々の業務に取り組んでいます。

＊リコー三愛グループ

事 務 機 器 や 光 学 機 器 等 の メ ー カ ー で あ る 株 式 会 社 リ コ ー や

三愛石油株式会社をはじめとする多くの企業が会員となっている

企業集団。創業者は大正・昭和にかけて活躍し、多くの企業を創設し

た実業家 故市村清氏で、「人を愛し　国を愛し　勤めを愛す」という

創業の三愛精神を各会員企業がそれぞれに受け継いでいる。

令 和３年（２０２１年 ）４月１日（木） Sagamihara Incubation Center  さがみはら産業創造センター  編集・発行

研究所メンバー（下段左から齊藤さん、黒田さん、平松さん、鴻巣さん、上段左から髙橋さん、
泉さん、加藤さん、瀧島さん、安藤さん）

R&D Lab.4階の研究所



取材した平松 所長は地域のおすすめを探しているとのこと。ふと2月の経営者セミナーで久米講師が、コロナ後は市
民による地 域おこしの好機と言ったのを思い出しました。市を代表する市民桜まつりは今年会場を設けず開催です
が、近所の桜並木に目を向ける機会と思います。ぜひ地域の桜や魅力を再発見してください。(佐藤)

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

　３月 　９日　株式会社F-Design　朝日新聞
　　　　　　　―ロボット開発　被災地で挑戦―

3 月の 新 聞 掲 載 記 事 紹 介（ 3 月2 6日 時 点 ）

　―NDAで大切な「二つの義務」―
　３月１２日　高瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞

賃料/月額
（共益費込・消費税抜き）空 室 数部　屋

SIC-1
Startup Lab. 〇スモールオフィスB (17.3㎡) 2 64,200円

SIC-2
Creation Lab.

〇セミラボ（50.2㎡） １ 172,700円※1

※1   7月から入居可能

 ※お気軽に稲垣・大谷までお問合せくださいSIC空室情報  (令和3年4月1日 現在)

　4月からSICの会議室A・B・Dに液晶ディスプレイ（HDMI接
続）を常設します！
　オンライン会議やプレゼンの投影等ご活用ください。また
従 来 通りプロジェクター（RGB 接 続）の貸出も行っています
(要予約：先着順)。場面に応じてのご利用をお待ちしています。

令和3年6月～12月

【 会　　場 】 さがみはら産業創造センター他

【 対　　象 】 職場のリーダー及びリーダー候補

五島（内線：2027）【お問合せ】

　時代に打ち勝つ『経営力』育成を目的として、平成 14 年
(2002 年 ) に開講した SIC 経営塾は、20 年目を迎えます。こ
れまでに、100 社以上・200 名以上の方が受講し、経営塾で
学んだことを実践しながら第一線で活躍しています。
　本年も 7 月からの全 10 回の講義で、先端的な企業のケー
ススタディーを通じ、経営の理論と実践を学ぶとともに、塾
生自らが事業構想を再構築することにより、「真の経営力」を
育成することを最終目的としています。

開催期間：令和３年７月～令和４年２月

会　　場：さがみはら産業創造センター他

募集人数：12名

対　　象：経営者または経営幹部

受  講  料：220,000円 (税込)

お問合せ：中村（内線：1001）・片山（内線：2023）

施設からのお知らせ

　SIC 職場リーダー養成塾では、塾生各自の職場の課題をテー
マにチームディスカッションを行います。そして課題解決力
とコミュニケーション力を身に付け、職場リーダーとして「組
織で成果を出す力」を学びます。

講義の様子

2 0 2 1年度  塾生募集！！

「ニュービジネスリーダー」育成セミナー

【 開催期間 】

SIC職場リーダー養成塾
開催します！

第15期


